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『

釈
摩
訶
衍
論
』

に
お

け
る

〈

大
覚
者
〉

と

は

何
か

？
早
　
川
　
道
　
雄
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序

　
本
論
は

、

『

釈

論
』

に

お

け
る

「

大
覚
者
」

の

概
念
の

検
討
を
目

的
と

す
る

も
の

で

あ
る

。

大
覚
者
は

『

釈
論
』

第
三

巻
に

お

い

て
、

そ
の

呼
称
を

「

唯
一

行
者
」

「

清
浄

覚
者
」

「

始

覚
者
」

「

無
上

尊
」

等
と

変
え
つ

つ

、

主

に

『

起
信

論
』

生

滅
門

中
の

始

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
（
1）

覚
に

対
す
る

解
釈
に

お
い

て

創
出
さ

れ
、

『

釈
論
』

の

叙
述
の

中
で

独
自
の

地

位
を

有
し

て

い

る
。

そ
れ
は

『

釈
論
』

の

体
系
に

お
い

て
、

い

か

な
る

意
味
を

有
す
る

も
の

な

の

で

あ
ろ

う
か

？

　
始
め

に

我
々

の

先
行
理

解
を

述
べ

る

な

ら
ば
、

大
覚
者
と

は
、

歴

史
的

な
ゴ

ー

タ
マ

・

ブ
ッ

ダ

の

存
在
に

そ
の

発
想
の

端
初
を

有
し

、

か
つ

そ
れ

を

『

起

信
論
』

的
な

如

来
蔵
思
想
と

結
合
さ

せ

た

も
の

で

あ
る

。

そ
し
て

、

お

そ
ら

く
『

釈
論
』

の

作
者
の

目
的
は

、

こ

の

大
覚
者
の

観
念
に

よ
っ

て
、

一

方
で

は

如
来
蔵

思

想
的

な
本
覚
・

真
如
の

平
等
な

る

遍
在
性
を
強
調
し
つ

つ
、

他
方
で

は

そ
の

強

調
が

過

度
に

わ

た
っ

た

場
合
に

は

し

ば
し

ば

軽
視
さ
れ

る
こ

と

に

な

る

衆
生
の

修
道
実

践
の

領
域
を

確
保

す
る

こ

と

で

あ
っ

た
。

付
言
す
る

な

ら
ば

、

こ

れ

は

『

起
信
論
』

の

当
該
箇
所
の

文
言
に

お
い

て

も
、

ま
た

『

釈
論
』

に

先
行
す
る

元

暁
や

法
蔵
の

注
釈
に

お
い

て

も

為
さ

れ
な

か
っ

た

事
で

あ
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3

る
。

そ
し

て

そ
の

結
果

、

本
書
に

お
い

て

本
覚
・

真
如
の

普
遍

性
と

修
道
実
践
の

必

要
性
は

確
か
に

保
全
さ
れ

た
の

で

あ
る

が
、
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し
か
し
そ

れ

ら
は

必
然
的
に

あ
る

変
容
を
被
る
こ

と
と

な
っ

た
と

推
測
さ

れ

る
。

第
一

節
　
〈

大
覚
者
〉

の

観
念
の

背
景
に

あ
る

も
の

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
（
2）

　

序
に

お

い

て

述
べ

た

通
り

、

大
覚
者
の

観
念
は

『

釈
論
』

第
三

巻
に

現
わ

れ

る

の

で

あ
る

が
、

本
節
で

は
、

そ

の

検
討
の

補

助

的
考
察
と

し
て
、

大
覚
者
が

出
現

す
る

直
前
ま
で

の

第
三

巻
の

内

容
に
つ

い

て

確
認
し
て

お
き
た
い

。

　

ま

ず
、

こ

の

『

釈
論
』

第
三

巻
が

解
釈
の

対
象
と

し
て

い

る

箇
所
を

確
認
す
る

。

そ

れ
は

『

起
信
論
』

の

解
釈
分
心
生

滅

門

冒
頭
に
お

け
る

阿

梨
耶
識
の

説
明
に

続
く
と

こ

ろ

の
、

所
謂
「

始
本
覚
概

説
」

、

「

始

覚
」

、

「

随
染
本
覚
」

、

そ
し
て

「

性
浄
本
覚
」

と

項
目

化
さ
れ

て
い

る

箇
所
で

あ
る

（

す
な
わ

ち
、

「

始
本
覚
概

説
」

に

先
行
す
る

「

阿
梨
耶

識
」

ま
で

は

第
二

巻
で

、

「

性
浄
本
覚
」

に

継
ぐ

「

不
覚
」

以

下
の

項

目
は

第
四

巻
で

注
釈
さ

れ

る
と
い

う
こ

と
で

あ
る
）

。

そ
し
て

大
覚
者
は

、

こ

の

中
の

「

始

覚
」

の

解

釈
に

お
い

て

登

場
す
る
の

で

あ
る

。

次
に
こ

の

第
三

巻
の

構
成
を
概

観
す
る

と
、

そ
れ

は

大
き

く
は
二

分、

あ
る
い

は

三

分
す

る

こ

と
が

で

き
る

。

す
な
わ

ち
、

科
分

的
に

分
類
す
る
な

ら
ば

、

第
一

に

「

略

説
両

覚
安
立

門
」

（

11

〈

略
説
始
覚
安
立

門
〉

と

〈

略
説
本
覚
安
立

門
〉

か

ら

構
成
さ
れ

て
い

る
）

、

第
二

に

「

広

説
両

覚
決

択
門
」

（

凵

〈

広

説
始
覚
決

択
分
〉

と

〈

広
説
本
覚
決
択

分
〉

か

ら

構
成
さ
れ
て

い

る
）

と

い

う
二

分
類
が

な
さ

れ

る

で

あ
ろ

う
。

ち
な

み

に
、

「

両

覚
」

と

は
、

「

本

覚
と

始
覚
の

両

方
」

と
い

う
意
味
で

あ
る

。

こ

れ
に

対
し

て
、

内
容
面
を

考
慮
し
て

分
類

す
る

な
ら

ば
、

広
説
両

覚
決
択
門

中
の

広
説
本

覚
決

択

分

は
、

さ

ら

に

広
説
随
染
本
覚
門
と

広
説
性
淳
本
覚
門
に

分
割
さ

れ
、

量
的
に

も

内
容
的
に

も
重

要
で

あ
る

。

そ

れ

故
こ

れ

を

独

立

さ
せ

る

と

す
れ
ば

、

第
一

に

「

略
説

両
覚
安
立

門
」

、

第
二

に

「

広
説

両
覚
決

択
門
」

中
の

〈

広
説
始
覚
決
択

分
〉

、

そ

し
て

第
三

に

「

広
説
両

覚
決
択
門
」

中
の

〈

広

説
本
覚
決
択
分
〉

（
11

《

広
説
随
染
本
覚
門
》

＋

《

広
説
性
淳
本
覚
門
》

）

と

い

う
三

分

類
が

な
さ
れ

る
で

あ
ろ

う
。

い

ず
れ

に

せ

よ

大
覚
者
は

、

『

起
信
論
』

解

釈
分
の

「

始
覚
」

該
当
部
分
の

注

釈
を

目

的
と

す
る

316

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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『釈摩訶衍 論 』における く大覚者 〉 とは何か ？ （早 川）

「

広
説
両
覚
決
択
門
」

中
の

〈

広

説
始
覚
決

択
分
〉

に

お
い

て

登
場
す
る

。

　

次
に

、

第
三

巻
の

内
容
を

具
体
的
に

検
討
し
て

み

よ

う
。

右
に

述
べ

た

こ

と
か

ら
も
明
ら
か
な
よ

う
に

、

『

釈
論
』

第
三

巻
は

、

『

起
信
論
』

心
生

滅
門
に

お

け
る

「

覚
」

と

「

始
覚
」

、

そ
し
て

「

本
覚
」

に

つ

い

て

の

解

釈
を

行
な

う
も
の

で

あ
る

。

こ

こ

で

は
、

大
覚
者
の

概
念
が

登
場
す
る

「

始

覚
」

を

取
り
上

げ
る

。

始
覚
に
つ

い

て

『

起
信

論
』

は
、

ま

ず
「

〔

本
覚
と

は
、

始

覚
に

対

し
て

説
く
も
の

で

あ
る

。

〕

だ

か

ら

始
覚
と

は
、

本

覚
と

同
じ
も
の

で

あ
る
」

（

「

〔

本
覚
義
者

。

対
始
覚
説

。

〕

以
始
覚
者

。

即

　
（
3）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4）

同
本
覚
」

）

と

い

う
。

同
様
に

『

釈
論
』

の

作
者
も

、

始
覚
は

本
覚
と

同
じ
も
の

で

あ
り

（

「

自
然
始
覚
与

彼
本
覚
同
」
）

、

ま
た

両

者
と

も

染
浄
の

い

ず
れ

に

お
い

て

も
、

熏

習
す
る

主
体
と

熏
習
さ
れ

る
対

象
の

分
化
と

い

う
事
態
を

有
し
な
い

（
「

如
是
二

覚
無

　

　
　
　

　
（
5）

有
能
熏
所
熏
差
別
」

）

と

す
る

。

　

続
い

て

『

起
信
論
』

は

「

始
覚
と

は
、

本
覚
を

依
り
所
と

し

て

不

覚
が

存
在
し

、

そ

し
て

、

不
覚
を

依
り
所
と

し
て

始
覚
が

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
6）

存
在
す
る

、

と

説
く

」

（

「

始
覚
義
者

。

依
本
覚
故

。

而
有
不
覚

。

依
不
覚
故

。

説
有
始
覚
」

）

と

い

う
。

『

釈
論
』

の

作
者
は

、

こ

れ

は

本
覚
お

よ

び

始

覚
が

能
熏
所
熏
の

未
分

化
な

無
差
別

性
を

失
い

、

分
化
し
て
い

く

局
面
を

述
べ

て

い

る

と

い

う
（

「

説
離
性

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
〔
7）

二

覚
…

…

通
示
二

種
離

性
本
始
」
）

。

本
覚
に
つ

い

て

は

こ

こ

で

は

省
略
し

、

始
覚
に
つ

い

て

述
べ

る
と

、

『

釈
論
』

の

作
者
に

よ

れ
ば

、

こ

の

始
覚
（

染
浄
始
覚
）

は
、

そ
れ

を

有
す
る

修
道
者

が

解
脱
を

実

現
し
た

時
に
、

再
び

能
所
熏
へ

の

分

化
を

克
服
し

た

無
差
別
性
（

無
念
11

虚
妄
分

別
の

滅
・

究
竟
覚
）

を

回
復
す
る
こ

と

が

で

き
る
の

で

あ
る

（

「

極
解
脱
道
時

。

…

…

於
彼
時
中

　

（
8）

到
無
念
」

）

。

　
『

釈
論
』

の

作
者
は
、

『

起
信
論
』

が

前

掲
引
用

箇
所
に

続
い

て

始

覚
の

階

梯
的
修
道
の

必
要
性
に
つ

い

て

述
べ

た
と
こ

ろ

の
、

「

始

覚
〔

の

修
道
の

階

梯
〕

が

本
覚
に

到
達
し
た

時
に

究

竟
覚
と

命
名
す
る

。

〔

そ
の

階
梯
が

ま
だ

途
上
に

あ
っ

て
〕

本
覚
に

到

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　〔
9）

達
し
な
い

問
は

、

究
竟
覚
と
は

言
え
な

い
」

（

「

又

以
覚
心
源
故

。

名
究
竟
覚

。

不
覚
心
源
故

。

非
究
竟
覚
」）

の

部
分
を

直
接
に

は

　

17

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
3

解
釈
し
て

い

な
い

。

し
か

し
、

彼
が

先
の

よ

う
な

解
脱
の

実
現
に

よ

る

無
念
の

回

復
に
つ

い

て

言

及
し
た

後
、

そ

れ

に

続
い

て

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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（
10）

「

〔

染
浄
始
覚
を

有
す
る

者
の
〕

修
道
の

階
梯
と

そ
の

完
成
に
つ

い

て

以

下

に

示

す
」

（

「

満
分
二

事
下

当
顕
示
」
）

と
述
べ

て

い

る

の

は
、

右
の

『

起
信
論
』

の

本
文
の

意
図
を
ほ

ぼ

正

確
に

敷
衍
し
た

も
の

と

い

う
こ

と

が

で

き
る

で

あ
ろ

う
。

つ

ま

り

始
覚
は

、

一

方
で

は

既

に

本
覚
と

同
じ

能
所
（

主

客
）

を

超

越
し
た

真
理

で

あ
る

と
い

う
局

面
を

有
す
る

が
、

そ
れ

と

同
時
に

、

他

方
で

は

能

所
に

分
離
し
か
つ

そ

の

分
裂
を

克

服
せ

ね
ば

な

ら
な
い

と
い

う
局
面
を

有
す
る

も
の

で

も

あ
る

。

つ

ま

り
後
者
の

局

面
に

お
い

て

は
、

階
梯
的

な

修
道
の

実

践
過

程
の

途
上
に

位
置

付
け
ら
れ

た

存
在
な
の

で

あ
る

。

こ

の

点
に
つ

い

て

も
、

『

起
信
論
』

の

本
文
と

『

釈
論
』

の

解
釈
と

は
一

致
し

て

い

る
と

考
え
る
こ

と
が

で

き
る

。

　

以
上
で

略
説
両
覚
安
立

門
に
お

け
る

解
釈
が

終
わ

り
、

続
い

て

広
説
両

覚
決
択

門
の

中
の

広

説
始
覚
決

択
分
が

始
ま

る
。

そ

こ

で

解

釈
の

対
象
と

な
っ

て

い

る

『

起
信
論
』

の

文
言
は

、

始
覚
に

お
い

て

獲
得
さ

れ
る

覚
の

内
容
を

四

段
階
で

説

明
し
た

箇

所
で

あ
る

（

こ

れ

は

注
9
引
用
箇
所
の
、

始
覚
は

究
竟
覚
に

至

る

ま
で

修
道
の

階
梯
を
進
ま

な

け
れ
ば

な
ら

な
い

も
の

だ
、

と
い

う

文
言
を
受
け
て

い

る
）

。

周
知
の

通

り
そ

れ

ら

は
、

第
一

に
凡

夫
位
の

者
に

よ
っ

て

獲
得
さ
れ

る
、

所
謂
「

反

省
」

と

総
称
さ
れ

る
べ

き

不
覚
（

厳
密
に

は

ま

だ

覚
と

は

言
え
な
い

覚
）

の

段
階

、

第
二

に
二

乗
や
三

賢
（

十
住
・

十
行
・

十
回
向
）

の

菩
薩
に

よ

っ

て

獲

得
さ
れ
る

相

似
覚
の

段
階

、

第
三

に

十
地

位
の

菩

薩
に

よ
っ

て

獲
得
さ
れ

る

随

分
覚
の

段
階

、

第
四

に

十
地

位
の

最
後

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
11）

に

至
っ

た

菩
薩
に

よ
っ

て

獲
得
さ

れ

る

究
竟
覚
の

段
階
で

あ
る

。

所

謂
「

始
覚
の

四

位
」

と

呼
ば

れ
る

も
の

で

あ
る

。

『

釈
論
』

の

作
者
は

、

こ

の

四

位
を

さ

ら
に

詳
細
に

展
開

す
る

の

で

あ
る

が
、

本

論
の

趣

旨
と

は

関

係
が
乏

し
い

の

で
、

そ
の

具
体

的
な

検
討
は

省
略
す
る

。

我
々

が
こ

こ

で

注
目

す
べ

き
は

、

そ

の

諸

段
階
の

具

体
的
内

容
で

は

な

く
て

、

始

覚
す
な
わ

ち

修
道

的
実

践
と

、

そ
れ

に

よ
っ

て

得
ら

れ
る

境
地
に

そ

の

よ

う
な

階

梯
的
な

諸

段
階
を

設

け
る
と
い

う
行

為
そ
れ

自
体
か
ら

生

じ

る

帰
結

に
つ

い

て

で

あ
る

。

す
な

わ

ち
、

こ

の

よ

う
な

究
竟
覚
を

最
高

位
と

す
る

始

覚
の

四

位
の

存
在
は

、

必

然
的
に

修
道
の

実

践
者

の

問
に

、

優
劣
と

い

う
意
味
で

の

差

異
化
を

発

動
さ

せ

る
こ

と

に

な

る

は

ず
で

あ
る

。

『

起
信
論
』

は
、

こ

の

問
題
を

「

無
念
」

の

得
不
と
い

う
設
定
で

以

下
の

よ

う
に

述
べ

て
い

る
。
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『釈摩訶衍論亅 にお ける 〈大覚者 〉 とは何か ？ （甲川）

　
　
【

引
用
1

】

　

で

あ
る
か

ら

経
典
に
言

う
。

「

も
し
一

人
の

衆
生

が
い

て
、

無
念
を

観

ず
る

こ

と

が
で

き
る

な
ら

ば
、

彼
は

　
　
仏
地

に

向
か

う
の

で

あ
る
」

と
。

ま
た

、

心
起
（

始
覚
の

四

位
に
お

け
る

究
竟
覚
位
の

「

覚
心
初
起

、

心
無
初
相
」

の

略
記）

　
　
に
つ

い

て

言

う
と

、

〔

本
来
〕

初
相
と

し
て

知
ら
れ

る
べ

き
も
の

は

な
い

。

〔

に

も
か

か

わ

ら

ず
初

相
を

知
る

と

言
う
の

は
〕

　
　

無
念
と
い

う
意
味
で

あ
る

。

是
の

故
に

、

一

切
衆
生
を

覚
と

命
名
す
る

こ

と

は

で

き

な
い

の

で

あ
る

。

無
始
以
来

、

妄
念

　
　
が

相
続
し

て
、

念
を

離
れ

な
い

こ

と

を

無
始
の

無
明
と

説
く
の

で

あ
る

。

　
　

　

是
の

故
に

修
多
羅
に

説
く

。

若
し

衆
生
有
り
て

、

能
く

無
念
を

観
ず
る

な
ら
ば

、

即

ち
為
に

仏
地
に

向
か

う
、

と
。

又
、

　
　

心

起
と

は
、

初
相
と

し
て

知
ら

る
べ

き

も
の

有
る

こ

と

無
し

。

即

ち

謂
わ
く

無
念
な
り

。

是
の

故
に
一

切
衆
生

を

名
づ

け

　
　

て

覚
と

は

為
さ

ず
。

本
と

従
り

来
た

、

念

念
に

相
続
し
て

、

未
だ

曾
て

念
を

離
れ
ざ
る

を

以
て
の

故
に
、

無

始
の

無
明
と

　
　

　（
12）

　
　

説
く

。

　

コ

切
衆
生

。

不
名
為
覚
」

と
は

、

無
念
を

得
て

い

な
い

衆
生
を

覚
者
と

す
る

こ

と

は
で

き
な
い

、

と
い

う
意
味
で

あ
る

と

考

え

ら
れ

る
。

す
な
わ

ち
こ

こ

で

は
、

無
念
を

得
た

仏
と

、

妄
念

を

離
れ

ら
れ

な
い

無
明
の

衆
生

と
い

う
差

別
の

存
在
す
る

こ

と

を

指

摘
し
て
い

る
の

で

あ
る

。

こ

れ
に

対
し

て

『

釈
論
』

は

次
の

よ

う
に

解
釈
す
る

。

　
　
【

引
用
2

】

　

こ

れ
は
「

無
念
」

の

意
味
を
は
っ

き
り
述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

金

剛
已
還
（

十
地
以
前
V

の

全
て
の

衆
生
は

、

　
　

独
力
業
相
と

大
無
明

念
か
ら

離
脱
し
て

い

な
い

。

そ
こ

で

次
の

こ

と

が

顕
ら
か

で

あ
る

。

全
て

の

衆
生
は

〔

妄
〕

念
を

有

　
　

し
て

い

る

か
ら

衆
生
と

命
名
す
る

の

で

あ
る

。

全
て

の

諸
仏
は

無
念
を

得
て

い

る

か

ら

仏
と

命
名
す
る

の

で

あ
る

。

　
　

　

即
ち

是
れ
上

無
念

義
を

成
立
す

。

謂

わ
く
金

剛
已

還
の
一

切

衆
生
は

、

独
力
業
相

大
無
明
念
を

未

だ
出

離
せ

ざ
る

が
故

　
　

に
。

即

ち
是

れ
を
顕
示
す

。

一

切
衆
生

は
皆
な
是
れ

念
を

有
す
る
に

、

名
づ

け
て

衆
生

と

為
す

。

一

切
諸

仏
は

皆
な
無
念

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
〔
13）

　
　

を

得
す
る
に

、

名
づ

け
て

仏
と

為
す
が

故
に

。

　
「

独
力
業
相
」

と

は
、

根

本
無
明
（

大
無
明
念
）

が

起
こ

る

と

同

時
に

発
動
す
る

微
細
な

作
用
を

謂
う

。

こ

こ

で

『

釈
論
』

の

319
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作

者
は

、

『

起
信
論
』

の

本
文
に

は

登

場
し

な
い

「

有
念
」

と

い

う
語
を

使
用
し

て
、

「

無
念
」

と
の

相
違
を
一

層
強
調
し
て
い

る

と

見
る

・

と

が
で

き
る

・

す
な

わ

ち
彼
は

『

起
信

論
』

の

意
を

承
け
て

・

覚
れ

る

仏
と

楚
桑
生
の

区

別
を

更
に
一

層
明

謝

確
に

し
て
い

る

の

で

あ
る

。

そ

し

て
、

大
覚
者
が

登

場
す
る

の

は
、

ま
さ

に

こ

の

よ

う
に

仏
と

衆
生
の

区
別
・

相
違
が

明
確
に

確
認
さ
れ
た

、

そ
の

直
後
の

文
脈
な
の

で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

第
二

節
　
大
覚
者
と

は

何
か

？

　
『

釈
論
』

の

作
者
は

、

前
節
の

最
後
に

引
用
し
た

「

…

…
一

切
諸
仏
は

皆
な

無
念
を

得
す

。

名
づ

け
て

仏
と

な

す
が

故
に
」

に

続
い

て

次
の

よ

う
に

述
べ

る
。

こ

こ

に

大
覚
者
が

登

場
す
る
の

で

あ
る

（
以

下
の

引
用
中

、

明
ら

か

に

問
答
の

文
体
に

な
っ

て

い

る

箇
所
の

い

く
つ

か
に
は

、

便
宜
的
に

筆
者
が
〔

問
〕

〔

答
〕

等
と

付
し
た
）

。

　
　
【

引
用
3

】

　

以
下
の

『

起
信
論
』

の

本
文
は

、

始
覚
の

境
界
が

周
遍
円

満
し

て
い

る
こ

と

を

明
ら
か

に

す
る

も
の

で

あ
る

。

　
　
つ

ま

り
、

大
覚

者
が

到
彼
岸

す
る

時
（

始
覚
）

、

全
て

の

衆
生

も
ま

た
、

心
が

流

転
し
て

〔

生

住

異
滅
の

〕

四

相
と

な

る
、

　
　

と
い

う
こ

と

を

理

解
す
る
の

で

あ
る

。

『

起
信
論
』

の

本

文
に

「

無
念
を

得
る

者
は

、

即
ち
心
相
の

生

住
異
滅
を

知
る
」

と

　
　

あ
る

通

り
で

あ
る

。

〔

問
〕

い

か

な
る

根
拠
と

な
る

道
理
が

あ
っ

て
、

そ
の

よ

う
に

知
る
こ

と

が

で

き
る

の

か

？

　
〔

答
〕

　
　
〔

大
覚
者
が
〕

自
ら
に

無

念
を

得
た

時
に

、

全
て

の

衆
生

も
等
し

く

無
念
を

得
る

か

ら
で

あ
る

。

『

起
信
論
』

の

本
文
に

　
　
「

無
念

、

等
し
き
を
以

て
」

と

あ
る

通

り
で

あ
る

。

　
　

　

此
れ

自
り
已

下
は
、

始

覚
境

界
の

周

遍
円

満
な

る
を

顕
示

す
。

謂
わ

く
、

大
覚
者
已

に

到
彼
岸
す
る

や
、

遍
く
一

切

無

　
　

量

衆
生
の
一

心
、

流
転
し
て

四

相
と

作
る

を

知
る

が
故
に

。

本
の

如
し

。

若
し
無
念
を
得
す
れ
ば

、

即
ち
心
相
の

生

住

異

　
　

滅
を

知
る

が
故
に

。

何
の

義
を
以
て

の

故
に

是
く
の

如
く

知
る

や
。

自

ら
無
念
を

得
た

る
時

、

一

切

諸
衆
生
も
平
等
に

得
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『釈摩訶衍論』にお ける 〈大覚者〉 とは何か ？ （早川）

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
14）

　

　

る

が
故
に
。

本
の

如
し

。

無
念
は
等
し
き

を
以
て
の

故
に

。

　

す
な
わ

ち

『

釈
論
』

の

作
者
は

、

〈

大
覚
者
〉

が

始
覚
の

階

梯
を
円
満
成
就
し
た

時
に

、

大
覚
者
以

外
の

全
て

の

衆
生

も
ま
た

、

生

住
異

滅
の

四

相
と

い

う
自
己
の

迷

誤
な

る
生

存
の

真
相
を
理

解
し

、

そ
こ

か

ら

離
脱
す
る

と
い

う
の

で

あ
る

。

そ
し
て

、

彼

の

そ
の

主

張
は

、

『

起

信

論
』

の

趣
旨
の

し
か

ら

し
む
る

と
こ

ろ

な
の

で

あ
る

、

と
。

こ

こ

に

お
い

て

大
覚
者
は

、

彼
個
人
の

始

覚
の

成

就
が

他

者
の

修
道
に

影
響
を
及
ぼ

し

得
る

よ

う
な

、

あ
た

か

も
衆
生
の

救
済
者
の

ご

と

く

解
釈
さ
れ
る

可
能

性
を

有
す

る

存
在
と

し
て

言
及
さ

れ
て
い

る
。

そ
し
て

『

釈
論
』

の

作
者

は
、

そ
れ

が

可

能
で

あ
る

の

は
、

大
覚
者
が

無
念
を

得
た

時
に

衆
生
も

同

様
に

等
し

く
無
念
を

得
る

か
ら

で

あ
る

、

と
い

う
。

彼
に

よ

れ
ば

、

そ
れ
は

『

起
信
論
』

自
体
の

主

張
な

の

で

あ
り

、

そ
の

・

と

は

【

引
用

亠

で

引
用
し

た

『

起
信
論
』

の

本
文
（
「

以

従
本
来

。

念
念
相
続

。

未
曾
離
念
故

．

説

螺
無
明
」
）

の

直

後
に

続
く

、

「

無
念
を

得
る

者
は

、

即
ち
心

相
の

生

住
異
滅
を

も
知
る
」

（

「

若
得
無
念
者

。

即
知
心
相
生
住
異

滅
故
」

）

の

文
言
と
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
（
16）

「

無
念

、

等
し
き
を

以
て

の

故
に
」

（

「

以

無
念
等
故
」

V

の

文
言
に

よ
っ

て

明
ら
か

で

あ
る

、

と

い

う
。

す
な
わ

ち

彼
は
こ

こ

で

「

以

無
念
等
故
」

の

文
言
を

「

な
ぜ

な
ら

ば
、

無
念
は

、

覚
れ

る

仏
と

迷
え
る

衆
生
に

お
い

て

平
等
で

あ
る

か
ら

〔

仏
の

無
念
が

実
現
し
た

時
、

衆
生

の

無
念
も

実
現
す
る

〕

」

の

意

味
に

取
っ

て

い

る
の

で

あ
る

。

　

し

か

し

通

常
、

上

記
「

若
得
無
念
者

。

即
知
心

相
生

住
異
滅
故
」

の

解
釈
は
、

「

修
道
者
が

無
念
の

境
を

体
得
し
た

と

き
、

〔

冷
幽

が
、

で

は

な

く
〕

鯛
一

切
衆
生
の

四

相
差
別

す
る

迷

誤

動
転
の

生

存
を

認
識

す
る
」

、

同
じ

く
「

以

無
念
等
故
」

の

箇

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
ヘ

　
　

ヘ

　
　

へ

所
は

通
常

、

「

な
ぜ

な
ら

ば
、

〔

迷
え

る

衆
生

の

視
点

、

で

は

な

く
、

覚
れ

る

仏
の

視

点
か

ら

見
る

な

ら

ば
〕

無
念
は

衆
生
の

有
念
が

転
変
し

た

も
の

で

あ
っ

て
、

本
来

平

等
で

あ
る

か

ら

〔

無
念
と

有
念
と
は

等
し

い
〕

」

と

い

う
意
味
に

お
い

て

取

意
さ

れ
る

こ

と
が

乞
・

ま
た

そ
れ

が

『

起

信

論
』

の

原
の

意
図
に

も
即
し
て

い

る

と

思
わ
れ

る
・

こ

れ

に

対

し
て

『

釈
論
』

の

作

者
は

、

『

起
信
論
』

の

お

そ
ら

く
は

意
図
的
な

読
み

換
え
に

よ
っ

て
、

本
来
は

覚
れ

る

仏
の

内
面
に

生

ず
る
は

ず
の

変
容
を

、

全

て

の

衆
生
の

内
面
に

ま
で

拡
大
し
た

の

で

あ
る

。

続
い

て

彼
は

、

さ

ら
に

そ

の

よ

う
な

変
容
が

起
こ

り
得
る

こ

と
の

根
拠
を

述

321
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べ

て

い

く
の

で

あ
る

が
、

そ
こ

で

は

『

起
信

論
』

を
自
己
の

言
説
の

根
拠
に

用
い

て

お

ら

ず
、

彼
の

個
人

的
な

思
索
に

よ

る

と

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

22

こ

ろ

が

大
き
い

も
の

と

推

測
さ

れ

る
。

　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

3

　

　
【

引

用
4

】

　

　
〔

問
1

〕

い

か
な

る

根
拠
と

な

る

道
理
が

あ
っ

て
、

た
だ
一

人
の

行
者
（

嚢

大
覚
者）

が

無
念
を

得
た

時
、

　

　
全
て

の

衆
生

が

無
念
を

得
る

こ

と

が

で

き
る

の

か

？

　
〔

答
1

〕

衆
生
の
｝

人
一

人
が

皆
本
覚
を

有
す
る

か
ら

で

あ
る

。

　

　
門

間
2

〕

そ
れ
は

ど

う
い

う
意
味
か
？

　
〔

答
2

〕

つ

ま

り
、

一

人
の

行
者
（

11
大
覚
者）

が

始
覚
を

円
満
成
就
し
て

本
覚

　

　
に

同
一

化
し
た

瞬
間

、

〔

彼
は

〕

全
て

の

衆
生

の

本
覚
な
る

心
に

周
一

化

す
る

の

で

あ
る

。

〔

一

人

の

行
者
は
〕

自
ら

の

本

　

　

覚
に

同
一

化
す
る

の

で

は

な
い

。

な
ぜ

な
ら
ば

、

自
性

本
覚
は

衆
生
の

世
界
に

遍
満
し
て

、

至
ら

な
い

と

こ

ろ

は
な
い

か

　

　
ら
で

あ
る

。

　

　
　

侮
の

義
を

以
て

の

故
に
、

唯
一

行
者

、

無
念
を

得
た
る

時
、

一

切

衆
生
も
悉
く
無
念
を
得
た

る
か

。

一

一

の

衆
生

、

皆

　

　
な

悉
く

各
各
に

本
覚
を

有
す
る

が

故
に

。

此
の

義
云
何

。

謂

わ
く

、

一

行
者
が
始
覚
円
満
し

て
本
覚
に

同
ず
る

時
、

遍
く

　

　
一

切
無

量

衆
生
の

本
覚
心
の

中
に

同
ず

。

自
ら
の

本
覚
に

非

ず
。

所
以
は

何
ん

。

自
性
本
覚
は

衆
生

界
に

遍
く

、

至
ら

ざ

　

　
　

　

　
　

　

　（
19）

　

　
る

所
無
き
が

故
に

。

　
こ

こ

で

は
、

〔

答
1

〕

に

明
ら
か

な
よ

う
に

、

本
覚
の

存
在
が
仏
と

衆
生
の

同
畴
な
る

得

無
念
の

根
拠
と

な
っ

て

い

る
。

そ
し

て
こ

の

本
覚
は

、

〔

答
2

〕

に

述
べ

ら
れ

て

い

る
よ

う
に

、

そ
の

普
遍
性
に

お

い

て
、

個
々

の

衆
生
の

閉

鎖
的
な

個
体
的

統
合
性

に

勝
る

、

超
個
体
的
な

連
続
性
と
一

体
性
を

有
す
る

も
の

で

あ
る

、

と

さ
れ
る

。

そ
れ
ゆ

え
、

『

釈
論
魎

の

作
者
に

よ
れ
ば

、

大

覚
者
（

こ

こ

で

は

〔

唯
〕

一

人

行

者
）

が

究
竟
覚
に

お
い

て

自
己
の

本
覚
と

同
一

化
し

て

無
念
を

得
た

時
、

彼
は

自
己
の

本
覚
で

は

な

く
、

実
は

全
て

の

衆
生
の

本
覚
と

同
一

化
し

て
、

い

わ
ば

、

彼
ら
に

無
念
を

得
し
め

る
の

で

あ
る

。

こ

の

記
述
か

ら

推
測

さ

れ

る
の

は
、

こ

の

大
覚
者
と
い

う
観
念
の

起
源
は

、

恐
ら

く
歴

史
的
一

回

性
の

存
在
で

あ
る
ゴ

ー

タ
マ

・

ブ
ッ

ダ
の

大
乗
仏

教

化
さ
れ

た

形
像
と
、

無
時
間
的

普
遍

性
を

有
す
る

『

起
信
論
』

的
な

如
来

蔵
（

本
覚
）

思

想
を

結
合
さ

せ

た

も
の

な
の

で

あ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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ろ

う
、

と

い

う
こ

と
で

あ
る

。

つ

ま

り
大
覚
者
と

は
、

差
し

当
り

、

報
身
な
い

し

応

身
的
な
仏
で

あ
る
と
と

も
に

、

法
身
的
な

仏
と

迷
え

る
衆
生
の

媒
介
者
で

も
あ
る

よ

う
な

存
在
と

考
え

る
こ

と

が
で

き
る

で

あ
ろ

う
。

『

釈
論
』

に

は
、

こ

の

大
覚
者
と
ほ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　
（
19）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20）

ぼ

同
じ

内
容
を

有
す
る

も
の

と

し
て

、

先
に

は

同
じ

第
三

巻
に

「

離
念
相
者
」

お

よ
び

「

清
浄

本
覚
者
」

と
い

う
概
念
が

、

後

　
　

　

　
　

　

　
　

　
（
21）

に

は

第
五

巻
に

「

大
覚
尊
者
」

と
い

う
概

念
が

存
在
す
る

。

こ

れ

ら
は

大
覚
者
と

ほ

ぼ

同
様
の

役
割
を

果
た

し
て
い

る

概
念
で

あ
る

。

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　Servloe

第
三

節
　
な
ぜ

大
覚
者
が

構
想
さ

れ

ね
ば

な
ら

な

か
っ

た
の

か

？

　
二

つ

の

動
機

『釈摩訶衍論』に お ける 〈大覚者 〉 とは何か ？ （早川）

　

我
々

は

前
節
に

お
い

て
、

大
覚
者
と
は

、

差
し

当
り

、

応

身
な
い

し
報

身
的
な

仏
の

ご

と

き

存
在
で

あ
る

こ

と

を

確
認
し
た

の

で

あ
っ

た
。

し
か

し
、

そ
れ

は

取
り

敢
え

ず
の

結
論
で

あ
っ

て
、

大
覚
者
が

通

常
の

報
・

応

身
仏
の

規

定
に

収
ま
ら
な
い

面

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

い

ち

に
ん

を

有
す
る

こ

と

は

明
ら
か

で

あ
る

。

最
も
重

要
な

点
は

、

要

す
る

に
一

人
の

成
道

が
同

時
に

他
の

全
て

の

衆
生
の

成
道
で

あ
る

と

言
っ

て

い

る

に

等
し
い

『

釈
論
』

の

作
者
の

主

張
は

、

通

常
の

仏

教
観
か

ら

す
れ
ば

、

非
常
に

特
異
な

性
格
の

も
の

と
い

わ

ざ

る
を

得
な
い

、

と

い

う
こ

と

で

あ
る

。

他
な
ら
ぬ

彼

自
身
が

こ

の

点
に
つ

い

て

相

当
な

困
難
を

自
覚
し

て

い

た
こ

と

が
、

前

節
注
18
の

引
用

箇
所
に

続
く
次
の

よ

う
な

文
言
に

う
か
が

わ

れ

る
。

　

　
【

引
用
5
】

　
　
〔

問
〕

清
浄
覚
者
（

11
大
覚
者
）

が

無
念
を

得
た

瞬
間
に

、

全
て

の

衆
生

も
ま
た

無
念
を

得
る

の

で

あ
る

と

　

　

し
た

ら
、

清
浄
覚
者
が

無
明
を

断
ち

切
っ

た

そ

の

瞬

間
に

、

全
て

の

衆
生

も
ま
た

無
明
を

断
ち

切
る

と

い

う
こ

と

に

な
る

　

　
の

か

？

　
〔

答
〕

こ

の

問
に

対
し

て
、

「

そ
の

通

り
で

あ
る
」

と

答
え
た

な
ら
ば

、

ど

ん

な

誤
り
が

あ
る

と

言
う
の

か

？

　

　
　

清
浄
覚

煮

懇
を
得
た
る
の

時

蒭
衆
生
も

皆
な

無
念

適
跚

る

な
ら
ば

、

清
浄

覚

煮

無
明
を

断
ず
る
の

時
一

盤

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

3

　

　

切

衆
生
も

亦
た
断
ず
べ

き
か

。

若
し

爾
り
と

せ
ば
何
の

過
ち

な
る
や

。
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先
程
の

「

得
無
念
」

と

同
じ
テ

ー
マ

が
、

こ

こ

で

は

「

断
無

明
」

の

問
題
と

し
て

続
け
て

論
じ

ら
れ

よ

う
と

し

て

い

る
。

そ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　
24

の

際
、

我
々

は

こ

れ

ま
で

と

同

様
、

そ
こ

に

便
宜
的
に

付
さ

れ
た

〔

問
〕

〔

答
〕

を

見
出

そ

う
と

す
る
の

で

あ
る

が
、

し
か

し

　
3

〔

答
〕

が

右
の

ご

と

き
反
問
を

行
な
っ

て
い

る
こ

と

に

よ
っ

て
、

そ

れ
が

問
答
と

し
て

不
完
全
な

も
の

に

な
っ

て

い

る
こ

と

に

気

付
か

さ
れ

る

の

で

あ
る

。

『

釈
論
』

は
全

編
を

通
じ
て

数
多
く
の

問
答
（

自
問
自
答
）

を

行
な
っ

て
い

る
が

、

問
い

に

対
し

て

こ

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
（
23）

の

よ

う
な

反

問
が

表
明
さ
れ
て
い

る

の

は
、

こ

こ

と
も

う
一

箇

所
し

か
な

い
。

こ

れ

は
、

大
覚
者
の

概
念
を

確
定
す
る

事
が

困

難
で

あ
る

こ

と

を

自
覚
し

、

先

取
的

に
こ

の

問
題
に

取
り
組

も
う
と

し
て

い

る

作
者
の

意

向
の

表
れ

と

見
る

こ

と
が

で

き
る

。

そ
れ

故
我
々

は
、

右
の

引
用
以

下
に

継
続
さ
れ

る

問
答
を

検
討
す
る

こ

と
に

よ
っ

て
、

彼
が

大
覚
者
（

こ

こ

で

は

清
浄
覚
者
）

の

概
念
を

創
出
し

た

意

図
あ
る
い

は

そ
の

動
機
の

周
辺

事
情
を

推
測
し

得
る

で

あ
ろ

う
。

　
　
【

引
用
6

】

　

も
し

始
覚
者
（

11
大
覚
者
）

が

無
明
を

断
ち

切
っ

た

瞬
間
に

、

全
て

の

衆
生

も
ま
た

無
明
を

断
ち
切
る

こ

と

　
　

が
で

き
る

と

す
る
の

な
ら

ば
、

ど

う
し
て

〔

汝
は
〕

以

前
に

、

金

剛

已
還
の
一

切
衆
生
は

ま
だ

独
力
業
相
と

大
無
明
念
か

　
　

ら

離

脱
し
て

い

な
い

か
ら

、

覚
っ

て

い

る

と

い

う
こ

と

は

で

き
な
い
、

と
い

う
意
味
の

こ

と

を

言
っ

た

の

か

？

　
ま
た

、

　
　

も

し

衆
生

が

無
始
の

無
明
か
ら

出
離
す
る

こ

と

が
で

き
な
い

に

も
か
か

わ

ら

ず
、

諸
仏
と

同
じ

無
念
を

得
る

の

で

あ
る

と

　
　

す
る

の

な
ら

ば
、

「

無
念
」

等
は

、

た

だ

の

言
説
に

過
ぎ
な
い

も
の

と

な
り

、

そ
の

内
実
は

存
在
し

な
い

こ

と

に

な
る

で

あ

　
　

ろ

う
。

何
故
に

〔

汝
は

〕

、

全
て
の

衆
生

が

本
覚
を

有
す
る
の

で

あ
る

が

故
に

始
覚
を

も
有
す
る

、

と

断
言
す
る
こ

と
が

で

　
　

き
る

の

か

？

　
　
　

若
し

始
覚
者

、

無
明

を
断

ず
る
の

時
、

一

切

衆
生

も

皆
な
断

を
得

る
な

ら
ば

、

何
故
ぞ

上
に
、

金

剛
已

還
の
一

切

衆
生

　
　

は

独
力
業
相
の

大
無
明

念
を

未
だ

出

離
せ

ざ
る

が
故
に

、

名
づ

け
て

覚
と
は

為
さ

ず
と
言
い

た

る

や
。

若
し

諸
の

衆
生

、

　
　

無

始
の

無
明
に

未
だ
出

離
を

得
ざ
る
に

、

而
も

諸
仏
と

同
じ

く

無
念

を
得
る

な
ら
ば

、

無

念

等
の

義
、

唯
だ
言
説
の

み
を

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　（
24∀

　
　

有
し

て

実

義
を

有
す
る

こ

と

無
し

。

豈
に
｝

切

衆
生
、

皆
本
覚
を

有
し

亦
た

始
覚
を
有

す
る

と

言
う
を

得
べ

し
や

。
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『釈摩訶衍論』にお ける く大覚者 〉 とは何 か ？ （早川）

　
こ

こ

に

は
、

大

覚
者
（

こ

こ

で

は

始
覚
者
）

を
創
出
し
た

『

釈
論
』

の

作
者
の

動
機
が

、

問
い

の

形

式
を

通
じ
て

表
明
さ
れ
て

い

る

と

考
え

ら
れ

る
。

後
に

言
及

す
る

右
の

問
い

に

対
す
る

答
え

か
ら

先
取
的
に

逆
推
す
る

と
、

そ
れ

は

第
一

に
、

普
遍
的
な

如

来
蔵
・

本
覚
を

強
調

す
る

こ

と

に

よ
っ

て

外
的
に

衆
生
の

覚
の

成
就
を

強
力
に

保
証
し
よ

う
と

す
る

救
済
論
的
な

動
機
で

あ

る
。

第
二

に
、

救
済
を

保
証
し
つ

つ
、

衆
生
の

主

体
的
な

修
道
の

領
域
を

確
保
し
よ

う
と

す
る

実
践
論
的
な

動
機
で

あ
る

。

　

す
な

わ
ち
前
者
の

問
い

は
、

大
覚
者
と

衆
生

が

同

時
に

無
明
を
断
滅
す
る
と
い

う
主
張
が

、

覚
れ
る

仏
と

迷

え
る

衆
生

の

存

在
を

説
い

た

『

起
信
論
』

の

記
述
と

矛

盾
し

て
い

る

と

指
摘
す
る
わ

け
で

あ
る

が
、

そ

れ
は

『

起

信
論
』

の

綱
格
を

も

越
え

た

強

力
な

如
来
蔵
・

本
覚
へ

の

希
求
と

、

そ
の

無
制
約
な

増
幅
が

衆
生
の

修
道
を

無
意
味
化
す
る
こ

と
へ

の

警
戒
と

を

表
現
し

て

い

る

と

見
る

こ

と

が
で

き
る

。

ま

た

後
者
の

問
い

は
、

可
能
性
と

し

て

の

本
覚
を

有
し

て
い

る
の

だ

と
し

て

も
、

現
実
的

に
は

覚
っ

て

い

る

と
は

言
い

難
い

衆
生
の

姿
に

、

大
覚
者
の

権
能
に

よ
る

得
無
念
の

実
現
を

見
出
だ

す
の

は

困
難
で

あ
る
と

指
摘
し

て

い

る
。

こ

れ

に
つ

い

て

も
、

恐
ら

く

『

釈
論
』

の

作
者
は

、

他
者
の

始
覚
の

階
梯
を

も

満
た
し

て

し

ま
う
強
力
な

本
覚
へ

の

希
求
と

と

も
に

、

そ
の

無
制
約
な

増
幅
が

、

本
来
始
覚
の

階

梯
を

成
就
し
た

者
の

み

が

得
ら

れ

る

果
で

あ
る
は

ず
の

得
無
念
の

理
念
を

無
意
味
化
し

て

し

ま

う
こ

と
へ

の

警
戒
を

表
現
し
て
い

る

の

で

あ
る

。

先
の

【

引
用
5

】

の

反

問
も

ま
た

、

同
様
の

問

題
意
識
か
ら

発
せ

ら
れ

た

も
の

と

考
え
ら
れ

る
。

　

思
う
に

、

こ

の

問
題
意

識
は

決
し
て

偶

有
的
な

性

格
の

も
の

で

は

な

く
、

極
め
て

本
質
的
な

考
察
の

も
と

に

見
出
だ

さ

れ
た

も
の

で

あ
る

。

例
え
ば

我
々

は
、

第
二

節
に

お
い

て
、

『

釈
論
』

の

作
者
が

大
覚
者
を
登

場
さ

せ

る

以

前
の

思

索
を

検
討
し
た

。

そ
の

結
果

、

彼
は

始

覚
と

い

う
も
の

を
、

そ

れ

自
体
本
覚
と

同
等
の

能
所
未
分
な
る

真
理
で

あ
る

が
、

そ

れ

と

同

時
に

、

必

然

的

に

能
所
に

分

離
し

か
つ

そ
の

分
裂
を

克

服
せ

ね

ば

な
ら

な
い

と
い

う
事
態
で

も
あ
る

、

と

論
じ
て

い

る

こ

と

を

確
認
し
た

。

始

覚
の

こ

の

二

面
性
は

、

ま
さ

し

く
右
の

検
討
に

お

け
る
二

つ

の

動
機
に

重
な

り

あ
う
も
の

で

あ
る

。

取
り
分
け
大
覚
者
の

登

場
す
る

直
前
に

お

い

て

コ

切

衆
生

皆
是

有
念

。

名
為
衆
生

。

一

切
諸
仏

皆
得
無
念

。

名
為
仏
」

（

注
13
の

再
引
用
）

と
い

う
フ
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レ

ー

ズ

に

よ

り
、

仏
と

衆
生
の

間
に

存
在
す
る

大
き
な

隔
た

り
が

強
調
さ
れ

て

い

た

の

は
、

救
済
を

希
求
す
る

動
機
が
よ

り
強

か
っ

た
こ

と

を

予
想
さ
せ
る

も
の

で

あ
る

。

　

以

上

の

よ

う
に

、

「

救
済
と

修
道
の

調

和
へ

の

希
求
」

と
も

称
す
べ

き
『

釈
論
』

の

作
者
の

動

機
を

措
定
し
た

と

き
、

彼
の

右

の

自

問
に

対
す
る

以
下

の

自
答
の

意
味
が

明
瞭
に

な

る

で

あ
ろ

う
。

彼
は

右
の

問
題
に

対
し
て
二

つ

の

側
面

か
ら

答
え
る

。

一

つ

は

「

自

宗
決

断
」

で

あ
る

。

こ

れ

は
、

お

そ
ら

く
作
者
自
ら
の

最
終
的
な

結
論
で

あ
る

。

そ
の

特
徴
は

、

以
上
に

展
開
し
て

き
た

論
理
を

そ

の

ま
ま

無
媒
介
に

提
示
し

た

も
の

で

あ
る

と
い

う
こ

と

で

あ
る

。

こ

れ

と

対

関
係
に

な
っ

て

い

る
の

が
二

つ

め

の

「

望
別

決
断
」

で

あ
る

。

こ

れ
は

右
の

真
理

的

事
態
を

無
媒

介
に

提
示
す
る

の

で

は

な

く
、

仏
と

衆
生

と
い

う
そ
れ
ぞ

れ
の

視
点
に

よ
っ

て

媒
介
さ
れ
た

結
果

、

異
な
っ

た

姿
で

現
前
す
る

展
望

を
提
示
す
る

も
の

で

あ
る

。

　

　
【

引
用
7

】

　

右
の

二

つ

の

疑

問
に

答
え
る

た
め

に

二

門
が

あ
る

。

一

は

自
宗
決
断
で

あ

り、

二

は

望

別
決

断
で

あ
る

。

自

　

　

宗
決

断
と

は
、

こ

れ

ま
で

の

論
理

展
開
か

ら
正

義
と

判
断
さ

れ

る

と

こ

ろ

で

あ
る

。

〔

こ

の

自

宗
決

断
に

お

い

て

は
、

〕

全

　

　

て

の

衆
生

は
、

同
】

の

〔

本
覚
・

体
性
の
〕

体
現
者
で

あ
っ

て
、

〔

そ
の

面
に

お
い

て

仏
と

衆
生
は
〕

差
別
が

な

い
、

と
い

　

　

う
こ

と

が

明
言
さ
れ

る

の

で

あ

る
。

す
な

わ

ち
、

一

人
の

修
行
者
（

11
大
覚
者
〉

が

無
始
の

無
明
を

最
終
的
に

断
ち
切
っ

　

　

た

そ

の

瞬

間
に

、

全
て

の

衆
生

も

同

様
に

自
己
の

無

明
を

断
滅
し

尽
く

す
こ

と

が
で

き
る

の

で

あ
る

。

一

人
の

修
行
者
が

　

　

始

覚
〔

の

修
行

階
梯
〕

を

円

満
成

就
し
た

そ
の

瞬
間
に
、

全
て

の

衆
生

も
同

様
に

自

己
の

始
覚
を

円

満
成

就
す
る

こ

と

が

　

　

で

き
る

の

で

あ
る

。

　

　

　

此
の

難
を
決

断
す
る

に

即

ち
二

門
を

有
す

。

云
何
ん

が
二

と

為
す

。

一

に

は
自
宗
決
断

、

二

に

は

望
別
決
断
な
り

。

自

　

　

宗
決

断
と
は
此
の

論
の

正

宗
な
り

。

一

切

衆
生

は
、

同
一

相
続
に

し
て

無
差

別
な
る
を

顕
示
せ

ん

と

欲
す
る
が

為
の

故
に

、

　

　

是
の

故
に

、

→

修
行
者
が
無
始
無
明
を

究
竟
に

断
ず
る

の

時
、

一

切
衆
生
も

亦
た
同
じ

く

悉
く

断

ず
る
こ

と
を

得
べ

し
。

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（
25）

　

　
一

修
行
者
が
始

覚
を
満
た
す
の

時
、

一

切

衆
生

も
亦
た

同
じ

く

満
た

す
を

得
る

な

り
。
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「釈摩訶衍論』における 〈大覚者 〉 とは何か ？ （早川）

　

ま

ず
、

始
め

の

自
宗
決

断
に

お
い

て

『

釈
論
』

の

作

者
は

、

自
己

の

構
想
す
る

強

力
な

如
来

蔵
・

本
覚
の

実
在
と

そ
の

作
用

（

そ
の

具
現
化
が
大
覚
者
で

あ
る

）

を

改
め
て

主

張
す
る

の

で

あ
る

。

『

釈
論
』

の

論
理
に

お
い

て

は
、

こ

れ

は

確
か

に

事
態
の
一

つ

の

真
相
な
の

で

あ
る

。

一

人
の

修

行
者
に

よ
っ

て

無
始
な
る

無
明
の

断

滅
が

達
成
さ

れ

た

時
、

一

切

衆
生
の

無
明
も
ま

た

確

か

に

断
滅
さ

れ

た
の

で

あ
る

。

こ

れ

は

『

起

信
論
』

の

綱
格
を

越
え
た

始

覚
お
よ

び

無
始
な
る

無
明
概

念
で

あ
る

が
、

お

そ
ら

く
『

釈
論
』

の

作
者
は

、

そ
れ

を

自
覚
し
つ

つ

あ
え
て

こ

の

よ

う
な
主

張
を

行
な
っ

て

い

る

の

で

あ
る

。

「

此

論
正

宗
」

と

い

う

句
に

は
、

あ
る

い

は

自
己
の

見
解
が

『

起

信
論
』

を

逸
脱
し
た

も
の

で

あ
る

と
い

う
自
覚
が

表

明
さ
れ

て

い

る

と
い

う
可

能
性

を

あ

ら
わ

す
も
の

か
も

知
れ

な
い

。

そ
れ

は

と

も
か

く
こ

の

自
宗

決
断
は

、

究
極
的
に

は

理

想
な

い

し

離
念
を

述
べ

た

も
の

で

あ
り

、

読
者
（

行
者）

に

対
す
る

「

安
心
」

な
い

し

「

救
済
」

を

付
与
す
る

事
を

意
図

す
る

も
の

で

あ
ろ

う
。

続
い

て

望
別
決

断
の

主

張
が

行
な
わ

れ

る
。

　

　
【

引
用
8

】

　

望

別
決

断
と

は

〔

以

下
の

通
り
で

あ
る

。

〕

円

満
な

る
成

就
者
〔

す
な
わ

ち

大
覚

者
の

立

場
〕

か
ら

衆
生
の

　

　

世
界
を
望

見
す
る

時
に

は
、

た
だ
一

つ

の

法
と

し
て

清
浄
で

な
い

も
の

は

な
い

。

〔

し

か
し

〕

衆
生

〔

の

立
場
〕

か

ら

無
上

　

　

尊
（

11
大
覚
者
）

を

望
見
す
る

時
に
は

、

〔

先
に

は

清
浄
で

あ
っ

た

そ
の

同
じ

も
の

が
、

今
度
は

〕

無
明

蔵
に

没
し

て

し
ま

　

　

い
、

〔

衆
生
は

無
上

尊

を
〕

覚
知
す
る
と

こ

ろ

が

な
い

。

〔

以
上
を

ま
と

め
る

な

ら
ば

、

仏
か

ら

す
れ

ば
〕

皆
こ

と

ご

と

く

　

　

清
浄
で

あ
っ

て

障
礙
す
る

と
こ

ろ

が

な
い

か
ら

、

「

無
念
」

等
の

道
理
が

成
立
し

う
る

。

他
方
〔

衆
生
か

ら

す
れ

ば
、

同
じ

　

　

も
の

が
、

皆
こ

と
ご

と

く
〕

無
明
蔵
に

没
し
て

覚
知
す
る

と

こ

ろ

が
な

い

か

ら
、

右
の

所
論
（

衆
生
は

無

明
か
ら

離
脱
し

　

　

て
い

な
い

が

故
に

衆
生
で

あ
る

、

と

す
る

『

起

信
論
』

の

記
述
）

に

も

矛

盾
・

過

失
は

存
在
し

な
い

。

こ

の
一

例
を

も
っ

　

　

て
、

広

く
観
察
せ

よ
。

　

　
　

望

別
決
断
と
は

、

円
満
者
を

挙
げ
て

衆
生

界
を
望
む
に

、

一

一

法
と

し
て

清
浄
に

非
ざ

る
も
の

無

し
。

諸
衆
生

を

挙
げ

　

　

て

無
上

尊
を

望
む

に
、

無
明
蔵
に

入
り
て

覚
知
す
る

所
無
し

。

皆
な

悉
く

清
浄
に

し

て

障
礙

す
る

所
無
け
れ

ば
、

無
念
等
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の

義
、

而
も

成
立

を
得
た

り
。

無
明
蔵
に

入
り

て
、

覚
知
す
る

所
無

け
れ
ば
、

上

に

所
説
の

文
は

相

違
の

過
無
し

。

此
の

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
（
26）

　

　
一

を

挙
げ
て

、

応
に

広
く
観

察
す
べ

し
。

　

望

別

決
断
は

、

大
覚
者
と

衆
生
が

真
理
の

領
域
を

認
識

す
る

能
力
と
い

う
局
面
に

お

い

て

は

相
違
し
て

い

る
、

と
い

う
事
を

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

い

ち
に

ん

強
調
す
る

。

『

釈
論
』

の

作
者
に

よ

る

な

ら
ば

、

一

人
の

修
行
円
満

者
が

衆
生

世

界
（
11
仏
の

世
界）

を

見
る

時
、

そ
こ

に
一

つ

と

し

て

清
浄
で

な
い

も
の

を

見
出

す
こ

と

は

な
い

。

し

か

し
な

が

ら
、

迷

え
る

衆
生

が

同
じ

も
の

、

す
な
わ

ち

仏
の

世
界

（
11

衆
生
世

界）

を

見
る

時
、

全
く

仏
無
上

尊
を

見

出

す
こ

と

が

で

き
な
い

。

す
な
わ

ち
、

修
行
を

行
な

わ
な
い

そ
の

ま

ま
の

衆
生
は

、

決
し

て

仏
の

世

界
を

そ
れ

と

し
て

認
識

す
る

こ

と

は

で

き
な
い

の

で

あ
る

。

こ

れ
は

読

者
に

対
し

て

「

修
道
」

の

必

要
を

説
く
こ

と

を

意
図
し
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

望

別
決
断
に

お

け
る

彼
の

意

図
を

端
的
に

ま
と
め

る

な

ら
ば
、

そ

れ
は

次
の

よ

う
な

も
の

で

あ
っ

た
と

推
測
さ

れ
る

。

衆

生
は

大
覚
者
の

権
能
に

よ
っ

て

既
に

覚
を

得
て

は

い

る
。

し

か
し

彼
が

そ
の

覚
り
を

自
己
の

実
感
に

お
い

て

〔

再
〕

把
握

し
よ

う
と

す
る

時
、

厳
格
な

る

修
道
の

階

梯
の

、

妥
協

無
き

実
践
が

要
請
さ

れ
ね
ば

な

ら

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　（
27）

な
い

、

と
。

第
五

巻
に

お

け
る

有

覚
門
の

記
述

（

こ

れ

も
ま
た

大
覚
者
の

所
説
で

あ
る
と

さ

れ

て

い

る
）

は
、

覚
の

遍
在
と

そ

れ
に

対
す
る

衆
生
の

無
自

覚
を

説
い

た

右
の

自

宗
決

断
と
望

別

決
断
の

内
容
を

架
空

経

典
と

い

う

形
式
で

再
確

認
し
た

も
の

で

あ
ろ

う
。

　

　
【

引
用
9

】

　
　
『

文
殊
師
利

論
議

第
一

神
力
殊
勝
慈
悲
円

満
虚
空

功
徳
契
経
』

で

は

次
の

よ

う
に

説
い

て
い

る
、

「

無
量
無

　

　

辺
の

無
明
煩
悩
と
い

う
障
礙
が

あ
っ

て
、

遍
く
衆
生
の

身
に

到
達
し
て

、

障
礙
を

行
な

う
の

で

あ
る
」

と
。

こ

の

文
が

明

　

　

ら
か
に

し
て
い

る
の

は
、

精

進
修
行
〔

さ
せ

る

た

め
の

方
便
〕

と
い

う
こ

と
で

あ
る

。

そ
れ

を

次
の

よ

う
に

説
く

。

「

こ

こ

　

　

に
］

人
の

衆
生

が
い

て
、

次
の

よ

う
な

疑

問
を

抱
い

た
。

『

も
し

無
明
の

体
は

た
だ
一

種
で

、

そ
れ

が

全
て

の

衆
生
に

遍

満

　

　

し

て
い

る
の

で

あ
る

と

し
た

ら
、

無
明
は
一

つ

で

衆
生
は

多
数
で

あ
る

か
ら

、

無
明
を

取
り

除
く
こ

と

は

非
常
に

簡
単
な

　

　

は

ず
で

あ
る

。

ど

う
し
て

労
苦
を

伴
っ

た

修
行
を
し

な

け
れ
ば
な

ら
な

い

事
が

あ
ろ

う
か

。

〔

つ

ま

り
無
明
の

克
服
と
は
〕
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世
間
の

例
で

見
る

所
の

、

多
く
の

人
間
が

集
ま
っ

て
一

事
を

行
な

う
よ

う
な

も
の

で

あ
る
』

と
。

だ
か

ら
、

そ

れ
は

簡
単

　

　
な
こ

と

な
の

だ
と

、

彼
は

こ

の

よ

う
に

思
っ

て

修
行
し
な
い

。

こ

の

よ

う
な

修
行
に

怠
慢
な

衆
生

を

対
治
し
よ

う
と

、

如

　

　
来
は

〔

方
便
的
に
〕

『

無
量

無
辺
の

無
明
が
あ
っ

て
、

仏

性
を

覆
い

隠
す
こ

と

が
で

き
る
』

と

説
い

た

の

で

あ
る
」

と
。

　

　
文
殊
師
利
論
議
第
一

神
力

殊
勝
慈
悲
円

満
虚
空
功

徳
契
経

中
に

是
く
の

如
き

説

を
為
す

。

無
量

無
辺
の

、

無
明
煩
悩
の

障

　

　
有
り

。

遍
く

衆
生
の

身
に

至
っ

て
、

能
く

障
礙
の

事
を

為
す

、

と
。

此
の

文
は
何
の

義
を

明
か
さ

ん
と

す
る

や
。

謂
わ
く

、

　

　
精
進
修
行
の

義
を
顕

示
せ

ん
と

欲
す
る

が

故
に
。

云

何
が

顕

示
す

る
。

謂
わ
く

、

衆
生

有
り

、

是
く
の

如
き

念
を

為
す

。

　

　
若
し

無
明
の

体

が
唯

だ

是
れ
一

種
の

み
に
し

て
一

切

衆
生

に

遍
せ

ば
、

無
明

は
唯
だ
一

の

み
に

し

て

衆
生

は

衆
多
な
り

。

　

　
断

除
す
べ

き
こ

と

易
し

。

何
ぞ
敢
労
を

須
い

て

修
行
す
べ

き
や

。

世
間

相
を
見

る
に

多
人
一

事
を

為
す
が
如
し

、

と
。

之

　

　
を

難
し

と

す
る

に

足

ら

ず
と

し
て

修

行
に

勤
め

ず
。

是

く
の

如
き

懈
怠

癡
の

衆
生

を
対

治
せ

ん
と

欲
す
る

が
為
の

故
に
、

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
（
28）

　

　

如
来
説
い

て
、

無
量

無
辺
の

無
明
有
り

、

能
く

仏
性
を

覆
う
と

言
う

。

　
こ

こ

で

は
、

無
明
の

存
在
を

強
調

す
る

理

由
が

、

そ
れ

は

衆
生
に

修
行
を

勧
め
る

た
め

の

方
便
と
し

て

捉
え

ら
れ

て

い

る
の

で

あ
る
（
た

だ

し
こ

の

引
用
に

お

け

る

「

方
便
」

と
い

う
語
は

我
々

が

補
っ

た

も
の

で

あ
る

が
、

し

か
し
そ
れ

は

事
態
を
鮮
明
に

す

る

も
の

で

あ
る

）

。

こ

の

引
用
中
に

お

け
る

怠

慢
な
る

衆
生

の
、

無
明
を

取
り
除
く
な
ど

と
い

う
こ

と

は

簡
単
だ

と
い

う

言

葉

は
、

大

覚
者
の

円
満
成
就
に

よ

る

全
衆
生

の

覚
の

同
時
達
成
を

強
調

す
る

【

引
用
7

】

の

自

宗
決
断
と

同
一

の

内
容
を

、

無
明

の

側
か
ら

述
べ

た

も
の

で

あ
る

。

そ
し
て

こ

の

よ

う
な
怠

慢
な

衆
生

に

対
す
る

方
便
と
し

て
、

如
来
は

無

量
無
辺
の

無
明
の

存

在
を

説
い

た
と
い

う
の

は
、

仏
と

衆
生
の

埋
め

難
い

格
差
を
強

調
す
る

【

引
用
8

】

の

望
別
決
断
と

内
容
的
に

同
一

の

も
の

で

あ
る

。
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結
　
論

　
前
節
に

述
べ

た

自
宗
決
断
と

望
別
決

断
の

二

つ

の

説
明
は

明
ら
か

に

矛
盾
し
て

い

る
。

そ
の

要
点
は
、

大
覚
者
に

よ

る

本

覚

へ

の

働
き

掛
け

に

よ
っ

て

す
で

に

仏
と

同
じ

覚
り
を

得
て
い

る

は

ず
の

衆
生

が
、

に

も
か

か

わ
ら

ず
仏
の

世
界
を

認
識
で

き
な

い

存
在
と

さ
れ

て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

し
か

し

重
要
な
の

は
、

『

釈
論
』

の

作
者
が

、

明
ら

か
な

矛
盾
に

も
か

か

わ
ら

ず、

そ

う

せ

ざ

る
を

得
な

か
っ

た
と
い

う
動
機
の

根
源
に

あ
る

要
請
に
つ

い

て

考
え
る

こ

と

で

あ
ろ

う
。

今
の

場
合
に

お
い

て

は
、

現
成

し
て
い

る

覚
と

い

う
事
態
に
も

か
か
わ

ら

ず
、

な
お

修
道

実
践
の

領
域
を
い

か

に

確
保
す
る

か
、

と
い

う
こ

と

で

あ
っ

た

と

思

わ

れ

る
。

恐
ら

く
、

彼
が

『

起
信
論
』

の

綱

格
を

も

越

え
た

強

力
な
救

済
の

保
証
と

、

そ
れ

と

は

矛

盾
的
な

（

と

思
わ

れ

た
）

修
道
の

要
請
を

両
立

さ
せ

よ

う
と

し
た

そ
の

思

索
の

結
実
が

、

衆
生

と

法
身
仏
的
な

真
理
と

を

媒
介
す
る

大
覚
者
の

観
念
だ
っ

た

の

で

あ
る

。

な
お

、

大

覚
者
の

起

源
に
つ

い

て

も
、

筆
者
は

す
で

に

＝
疋

程
度
の

構
想
を

抱
い

て
い

る

が
、

紙
数
の

関

係
上
、

そ
の

展
開
は

次
の

機

会
に

譲
る

も
の

で

あ
る

。

註
（

1
）

始
覚
だ

け
で

な

く
、

有
覚

門
・

無
覚
門
の

成
立

根

拠
と

な
っ

て
い

る

側

面
も
有
し

て
い

る
。

　

第
四

章
以

降
に

詳

説
し
た

。

（

2
）

『

釈
摩
訶
衍

論
』

第
三

巻
　
大
正

蔵
第
三

十
二

巻

　
六
一

三

頁
下
〜

六
二

二

頁
下

（

3
）

『

大
乗
起

信

論
』

大
正

蔵
三

十
二

巻
　
五

七
六

頁

中

（

4
）

『

釈
摩
訶
衍

論
』

第
三

巻
　
六
一

五

頁
下

（

5
）

『

釈
摩
訶
衍

論
』

第
三

巻
　
六
一

五

頁
下

こ

の

点
に
つ

い

て

は
、
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（

6
）

『

大
乗
起
信
論
』

五

七

六

頁
中

（

7
）

『

釈
摩
訶
衍
論
』

第
三

巻

　
六
一

五

頁
下

（
8

）

『

釈
摩
訶
衍

論
』

第
三

巻

　
六
一

六

頁
上

（
9

）

『

大
乗
起
信
論
』

五

七
六

頁
中

（

10
）

『

釈
摩
訶
衍
論
』

第
三

巻
　
六
一

六

頁
上

（

11
）

『

大
乗
起
信
論
』

五
七
六

頁
中

（

12
）

『

大
乗
起
信
論
』

五
七

六

頁
中

（
13
）

『

釈
摩
訶
衍

論
』

第
三

巻
　
六
一

八

頁
下

（
14
）

『

釈

摩
訶
衍

論
』

第
三

巻

　
六
一

八

頁
下

（

15
）

『

大

乗
起
信

論
』

五

七
六

頁
中

（

16
）

『

大
乗
起
信
論
』

五

七

六

頁
下

（

17
）

例
え
ば

法
蔵
『

大
乗
起
信
論
義
記
』

（

大
正

四
十
五

巻
）

二

五

七

頁
上
〜

中
、

及
び

そ
れ

を

継
承
す
る

竹
村
牧
男

　

乗
起

信
論

読
釈
』

（

一

九

八
五

年
〔

昭
和
六

十

年
〕

　・

山

喜
房
書
林
V

二

〇
二

⊥
二

頁

A24

）

A 　 　 　A 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　　 　 　 　A

23 　22 　21 　20 　19 　18
） 　　　） 　　　） 　　　） 　　　） 　　）

『

釈
摩

訶
衍
論
』

『

釈
摩
訶
衍
論
』

『

釈
摩
訶
衍

論
』

『

釈
摩
訶
衍

論
』

『

釈
摩
訶
衍

論
』

『

釈
摩
訶
衍
論
』

『

釈
摩
訶
衍
論
』

第
三

巻

第
三

巻

第
三
巻

第
五

巻

第
三

巻

第
三

巻

第
三

巻

六
一

八

頁
下

六
一

五

頁
上
〜

中

六
一

五

頁

中

六
二

六

頁
下

六
一

八

頁
中
〜

下

六
二

〇

頁
下

六
一

八

頁
下

『

大
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（

25
）

　
『

釈
摩
訶
炉

仂

論
』

第一
二

巻
　
亠

ハ

（

26
）

　
『

釈
摩
訶
衍
論
…

』

第一
二

巻
　
亠

ハ

（

27
）

『

釈
摩
訶
衍

論
』

第
五

巻

　
六一

（

28
）

『

釈
摩
訶
衍
論
』

第
五

巻

　
亠

登

【
キ

ー

ワ
ー

ド
】

大
覚
者、

唯
一

行
者、

一

八

頁
下

一

八

頁
下

ー

六
一

九

頁
上

二

六

頁
下

二

七

頁
上

一

切
衆
生

、

望

別
決
断

、

自
宗
決
断
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